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パネ、 ルディス 

科学技術と社会 
ザイエンヌ。 コミュニケーション 

杉山 滋 郎 ( 北海道大学大学院理学研究院教授，科学技術コミュニケーター 養成ユニット 代表 ) 

I.  CO@S と @% 

科学技術コミュニケーター 養成ユニット (Co 

TE 践が ， 2005 年度に北海道大学に 誕生した。 科学技術 振 

野人材養成プロバラム。 広く社会人にも 門戸を開いて ，科学技術コミュニケーター ( 科学技術の問題をめ 

ぐって，専門家と 非専門家との 間で橋渡しをする 人 ) を養成している。 以下は，そこでの 経験に基づく。 

2. 誰 とのコミュニケーション か 

あ る体験 

コミュニケーションの 相手を明確に 意識すべき 

相手の文脈 ( コンテクスト ) を理解する 

「欠如モデル」から「文脈モデル」へ 

どんな情報を 提供すべきか ，の吟味 

8. ザイエンス。 カフェの意義 

あ る体験 

" 出ていぐことの 大切さ 

スト一リーは 参加者とともに 作られる 

4. 「市民の視点」の 重要， 性 

あ る体験 

「市民」が加わることで ，いとも簡単に 情報発信の質が 向上する。 

にこでの「市民」は ， 「 く 大学の事情 ノに 染まっていない ，かつ広報などのく 業界 ノに 通じているので 

もない」 というほどの 意味 ) 

5. 科学技術への 市民参加 

「コンセンサス 会議」という 手法 
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北海道主催で ，遺伝子組換え 作物の栽培をテーマに 

北海道の施策に 反映させることを 前提に 

他の テーマでも 

科学技術コミュニケーターが 活躍する場の 一つ 

参考情報 

    //9 む ， c. 洲 ( コンセンサス 会議事務局のウェブサイト ) 

  COCo ぬ紅 nif 屯班 CO 滋 劉ミ さんの プ ログ ) 

6. 人材養成と入 材 登用の連動が 必要 
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